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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

８
５

０
回

 

持
経

持
経

持
経

持
経
宿宿 宿宿
・・ ・・
平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿
のの のの
迎
春
準
備
作
業

迎
春
準
備
作
業

迎
春
準
備
作
業

迎
春
準
備
作
業
 

◇
実

施
日

；
平

成
２

７
年

１
２

月
１

９
日

( 土
)  

曇
一

時
雪

し
ぐ

れ
時

々
晴

 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

沖
﨑

吉
信

、
生

熊
敏

男
、

畑
林

秀
味

、
畑

林
清

子
 

濱
野

兼
吉

、
山

口
泰

宏
、

梶
野

照
雄

。
 

 
 

 
計

８
名

。
 

 
  

１
２

月
も

中
旬

を
過

ぎ
る

と
国

道
１

６
９

号
の

通
行

量
も

極
端

に
減

っ
て

、

午
前

８
時

前
に

池
原

の
ス

ポ
ー

ツ
公

園
に

到
着

し
た

。
着

替
え

て
パ

ン
を

食

べ
て

い
る

と
、

山
口

さ
ん

到
着

。
そ

の
後

、
新

宮
組

が
着

く
。

前
々

日
の

情

報
で

参
加

者
４

名
だ

っ
た

が
、

前
日

に
参

加
者

が
増

え
、

合
計

８
名

と
な

り

結
果

的
に

作
業

が
早

く
終

わ
っ

た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

８
時

１
５

分
、

沖
﨑

・
川
島

車
２

台
に

分
乗

し
て

持
経

宿
へ

向
か

う
。

池
郷

林
道

を
１

０
分

程
進

ん
だ

所
の

落
石

防
止

斜
面

工
事

現
場

で
、
小

型
シ

ョ
ベ

ル
カ

ー
が

エ
ン

ジ
ン

故
障

で
道

を
塞

い
で

い
た

。
 

 
 

 

ス
ポ

ー
ツ

公
園

で
 

 
 

 
 

工
事

現
場

で
 

 
 

 
 

 
持

経
宿

、
作

業
説

明
 

全
員

で
押

し
て

移
動

を
試

み
る

が
、

小
型

と
は

言
え

油
圧

で
動

く
重

機
な

の
で

非
常

に
重

い
。

１
０

ｍ
ほ

ど
の

移
動

に
３

０
分

を
要

し
た

。
 

持
経

宿
に

は
９

時
１

０
分

に
到

着
、

持
経

宿
班

（
川

島
、

沖
﨑

、
生

熊
、

畑
林

清
）

と
、

平
治

宿
班

（
畑

林
秀

、
濱

野
、

山
口

、
梶

野
）

に
分

か
れ

て

作
業

を
始

め
る

。
 

 
 

 
 

 

ハ
シ

ゴ
担

い
で

千
年

檜
へ

 
 

注
連

縄
の

さ
が

り
作

成
中

 
 

新
注

連
縄

へ
交

換
作

業
 

 奥
駈

道
に

は
う

っ
す

ら
と

雪
が

残
り

、
や

っ
と

冬
ら

し
く

な
っ

て
き

た
。

 

持
経

千
年

檜
で

持
経

宿
班

と
別

れ
て

、
平

治
宿

へ
向

か
う

。
曇

り
空

か
ら

時
折

小
さ

な
雪

が
落

ち
て

く
る

。
中

又
尾

根
分

岐
で

小
休

止
、

濱
野

さ
ん

か

ら
中

又
尾

根
を

歩
い

た
時

の
お

話
を

お
聞

き
す

る
。

こ
こ

ま
で

の
稜

線
は

西

風
が

結
構

強
く

、
体

感
温

度
は

低
い

。
平

治
宿

１
０

時
３

０
分

着
、

小
屋

内

の
温

度
計

は
１

℃
だ

っ
た

。
 

し
め

飾
り

と
鏡

餅
、

そ
れ

と
先

般
毛

布
棚

の
毛

布
が

、
防

虫
剤

は
入

っ
て

い
る

が
一

部
ヒ

メ
ネ

ズ
ミ

に
か

じ
ら

れ
た

の
で

、
ネ

ズ
ミ
ホ
イ
ホ
イ

を
４
個

設
置

し
た

。
 

山
口

さ
ん

は
水

場
の
確
認

に
降

り
て
下

さ
る

。
水

量
は
豊
富

で
、

先
日
打

っ
た
コ

ン
ク
リ

ー
ト

も
異

常
な

し
で
あ

っ
た

。
 

小
屋

内
を

清
掃

、
全

員
で
写
真

を
撮

り
１

０
時

５
８

分
、
戸
締

り
を
確
認

し
て

小
屋

を
後

に
す

る
。
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１
１

時
５

０
分

に
持

経
宿

へ
戻

り
着

い
た

。
 

 
 

 
 

平
治

宿
到

着
 

 
 

 
 

注
連

飾
り

の
取

り
付

け
 

 
 

鏡
餅

も
置

い
た
 

 持
経

宿
班

は
、
沖

﨑
氏

は
車

で
拭

き
掃
除

と
昼

食
用

の
水
汲

み
へ

。
生

熊
・

川
島

は
、

先
日

６
日

に
編

み
こ

ん
だ
注
連
縄

に
布

の
下

が
り

結
わ

え
る

。
 

畑
林

・
沖
崎
氏

は
千

年
檜
祠

内
の

清
掃

と
供

え
菓

子
取

替
と

鏡
餅

と
酒

を

備
え

る
と
共

に
祠
下

の
清
水
達
夫

さ
ん

の
分
骨
墓

に
も
酒

を
供

え
る

。
 

生
熊

・
沖
崎

・
川

島
で

千
年

檜
注
連
縄

を
張

り
替

え
る

。
 

 
 

 

 
千

年
檜

祠
の

迎
春

飾
り

中
 

 
 

千
年

檜
注

連
縄

取
替

完
了

！
 

 

１
０

時
半

過
ぎ

に
持

経
宿

に
戻

り
、

畑
林

・
沖

﨑
氏

は
不

動
堂

内
の

清
掃

と
供

え
菓

子
取

替
と

鏡
餅

・
お
酒

を
供

え
て
迎
春

飾
り
付
け

を
す

る
。

 

生
熊

・
川

島
は

、
小

屋
周

り
の
木
片

・
枝
等

で
薪

作
り

と
玄
関

前
の

道
の

落
葉

を
集

め
、
焼
却
炉

で
焼

こ
う

と
し

た
が

、
気

温
が

低
く
濡

れ
も
あ

り
火

が
点

き
難

く
、
あ

き
ら

め
薪

小
屋
側

の
斜

面
に
捨

て
る

。
 

改
築

時
に
北
側

小
屋
上

へ
移

動
し

た
道
標

を
元

の
在

っ
た
位
置

に
戻

す
た

め
、

ツ
ル
ハ

シ
・
バ

ー
ル
等

で
据
付

の
穴

を
掘

り
、

平
治

宿
か

ら
戻

っ
た

梶

野
氏

に
垂
直

を
確
認

し
て
頂

き
、
標
柱
周

り
に

小
石

を
叩

き
込

み
固
定

し
た

。
 

 

 
 

 
 

 

平
治

宿
出

発
前

に
 

 
 

 
昼

食
直

前
に

道
標

再
設

置
 

 
 

昼
食

中
 
 

 １
２

時
過

ぎ
か

ら
昼

食
、

小
屋

内
は

ス
ト

ー
ブ

が
焚

か
れ
暖

か
い

が
、

先

週
と
同

じ
よ

う
に
煙

が
漂

い
、
少

し
曇

っ
て

い
る

。
排
煙

を
良

く
す

る
方
法

を
検
討

し
た

い
。

 

ス
ト

ー
プ
上

で
温

め
た
湯

を
ガ

ス
コ

ン
ロ

で
沸
騰

さ
せ

、
味
噌
汁
等

の
温

か
い

も
の

で
昼

食
、
ま

た
川

島
か

ら
蕪
寿

し
が

お
か
ず

に
差

し
入

れ
さ

れ
た

。

食
後

、
畑

林
さ

ん
差

し
入

れ
の
棒
ド

ー
ナ

ツ
で
コ

ー
ヒ

ー
タ
イ
ム

。
 

昼
食

後
、

小
屋

の
内
外

を
掃
除

す
る

。
畑

林
さ

ん
は

、
雑
巾

で
床

の
汚

れ

や
窓
ガ
ラ

ス
を
拭

い
て

く
だ

さ
る

。
煤

で
黒
ず

ん
で

い
た
ガ
ラ

ス
も

ス
ッ
キ
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リ
と

し
た

。
 

今
回

も
掃
除

機
を
使
用

し
た

。
絨
毯

に
は

、
寝
袋

か
ら
抜
け

落
ち

た
と
思

わ

れ
る
羽

毛
が

た
く

さ
ん
ひ

っ
つ

い
て

い
た

。
ハ

エ
の
死
骸

も
多
数
あ

り
、

全

て
き

れ
い

に
吸

い
取

っ
た

。
今
夜

宿
泊

す
れ
ば
最
高

に
き

れ
い

な
状
態

で
小

屋
を
使

え
る

こ
と
請
け

合
い

で
あ

る
。

 

宿
内

の
正

月
飾

り
と

し
て

、
鏡

餅
・
獅

子
頭

飾
り

・
お
酒

と
お
下

が
り

の

お
酒
飲
む

た
め

に
祝
賀
会

の
祝
枡

２
個

が
据

え
置

か
れ

た
。

 

１
３

時
４

２
分

、
小

屋
前

で
写
真

を
撮

り
池

原
へ

向
か

う
。
朝

、
全

員
で

押
し

た
重

機
は
修
理

が
終

わ
っ

て
い

て
、

工
事

現
場

は
ス
ム

ー
ズ

に
通

過
で

き
た

。
 

ス
ポ

ー
ツ

公
園

に
１

４
時

２
０

分
到

着
。

全
員

を
見
送

っ
た

後
、

着
替

え

を
し

て
１

４
時

４
０

分
帰
路

に
着

く
。

 

 
 

 
 

持
経

宿
の

正
月

飾
り

 
 

 
注

連
飾

り
小

屋
前

で
全

員
 

 
ス

ポ
ー

ツ
公

園
に

帰
着
 

 

前
鬼

口
バ

ス
停

で
バ

ス
を
待

っ
て

い
る
登

山
者

を
拾

う
。

名
古

屋
か

ら
の

人
で

、
一
昨

日
、
深
仙

宿
で
泊

り
南
下

し
て

行
仙

宿
か

ら
本

宮
ま

で
行

く
予

定
で
テ

ン
ト

も
担

い
で

き
た

が
、

強
風

と
横
殴

り
の

雪
で
翌

日
下

山
。

 

小
仲
坊

で
一
泊

し
て

林
道

を
歩

い
て
来

た
そ

う
だ

。
下
市

口
駅

前
に

２
輪

車
を
置

い
て

い
る

と
い

う
の

で
下
市

口
駅

ま
で
送

る
。
下
市

口
ま

で
行

っ
た

の
で

、
五
條

、
橋
本

、
河

内
長

野
経
由

で
帰

っ
た

が
、
夕
方

の
帰
宅
ラ
ッ

シ

ュ
に
あ

ち
こ

ち
で
巻

き
こ

ま
れ

、
思

い
の

ほ
か

時
間

が
か

か
っ

て
し

ま
っ

た
。
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    
 

ス
ポ

ー
ツ

公
園

0
8
：

1
5
→

0
9
：

1
0
持

経
宿

0
9
：

2
5
→

0
9
：

3
3
持

経
千

年

檜
→

1
0
：

3
0
平

治
宿

1
0
：

5
8
→

1
1
：

4
8
持

経
宿

( 昼
食

1
2
:0

5
)1

3
：

4
5
→

1
4
：

2
0
池

原
1
4
：

4
0
→

1
6
：

1
0
下
市

口
駅
→
堺

1
8
：

2
0
  

( 記
 

梶
野

) 

 


